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歳　出

歳　入

　平成23年度の決算がまとまり、9月議会に提出しました。
　本町の財政は、町税等の自主財源が少なく、国や県などに依存
している財源構成となっております。
　主要事業としては、前年度からの繰越事業である松島小学校体
育館の耐震改修他工事を行い町内全教育施設の耐震化が完了しま
した。そのほか、町営住宅の火災報知器の設置、公民館図書室の
整備、個人木造住宅の耐震化促進など町民皆さまの安全なくらし
の確保と福祉の向上のための事業を主に行いました。
　また、地方債残高は昨年度より1億8,116万円減額の42億6,126
万円となり、基金残高も22億2,735万円と約5億円積み立てること
ができ、将来の負担軽減を図ることができました。しかし、経常
的経費については、昨年度より1,649万円増となり、財政の硬直
化は避けられない状況であります。平成24年度以降においてもこ
れまで以上に行財政改革を推進し財政の健全化に向けた取り組み
を推進してまいります。

平成23年度 わが町の家計簿わが町の家計簿わが町の家計簿
普通会計

約93,700円の町税を納めて頂き、約345,000円

の支出をし、その内訳は次のとおりです。

町 民 １ 人 当 り

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とを合せたもので、地方財政状況調査（決算統計）の分類に添ったものです。

（※平成24年３月末住民基本台帳登録人口12,821人で算定）

歳入 47億7,646万円　歳出 44億2,267万円

民生費
1,406,667千円

31.8％

総務費
693,220千円

15.7％

公債費
522,515千円

11.8％

土木費
210,842千円

4.8％

教育費
635,173千円

14.4％

衛生費
452,259千円

10.2％

農林水産業費
186,554千円

4.2％

消防費
194,664千円

4.4％

議会費
96,866千円

2.2％

商工費
7,075千円

0.1％

労働費
16,830千円

0.4％

自
主
財
源

依
存
財
源

町税
使用料
手数料
財産収入
繰入金
繰越金
分担金・負担金・寄付金
諸収入

地方譲与税
交付税
交付金
国庫支出金
県支出金
地方債 40.8％

59.2％

地方交付税
1,685,825千円

35.3％

町　税
1,201,952千円

25.2％

地方債
259,445千円

5.4％

繰入金
9,676千円

0.2％

県支出金
299,531千円

6.3％

国庫支出金
347,939千円

7.3％

繰越金
488,274千円

10.2％

使用料・手数料
123,040千円

2.6％

その他
360,773千円

7.5％

民 生 費

総 務 費

農林水産業費

消 防 費

議 会 費

労 働 費

109,700円

54,100円

14,500円

15,200円

7,600円

1,300円

公 債 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

商 工 費

計

40,800円

49,500円

16,400円

35,300円

600円

345,000円

人件費
820,782千円

18.6％

公債費
522,515千円

11.8％

扶助費
572,752千円

12.9％

物件費
570,204千円

12.9％

補助費
616,631千円

13.9％

普通建設事業費
　229,132千円

　5.2％

歳出の
性質別内訳

維持修繕費
49,092千円

1.1％

積立金
503,739千円

11.4％

　繰出金　
537,818千円

　12.2％

義

務

的

経

費

投資的経費
費

経

の

他

の

そ
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　歳入合計は、１億１,２６５万１千円、歳出合計は１億９７４万９千円となっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額２９０万２千円が、平成２４年度へ繰

越となりました。

　高齢者の方々が安心して医療を受け続けられるようにするため、若い世代も含め

たみんなが納得して支え合う長寿医療制度が平成２０年４月より導入されました。

　医療にかかる費用のうち、窓口負担を除いた分を公費で５割、若い世代の保険料

で４割、高齢者の保険料で１割という負担割合で運営しています。

　この制度は、県内全ての市町村が加入する徳島県後期高齢者医療広域連合が運営

主体（保険者）となり、市町村と連携して事務を行っています。

　申請や届け出の受付は役場福祉保健課で行っております。

（単位：千円）♦歳入の部 

 割      合金       額項　　　　目

１６.０％１９３,６６９保 険 料

２５.３％３０５,４２１支 払 基 金 交 付 金

２２.３％２６９,２１１国 庫 支 出 金

１３.０％１５６,５０２県 支 出 金

１３.０％１５６,００９繰 入 金

１０.４％１２５,８７５繰 越 金 そ の 他

１００％１,２０６,６８７合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

 割      合金       額項　　　　目

９４.５％１,０１０,２７４保 険 給 付 費

１.７％１８,４３０地 域 支 援 事 業 費

１.７％１８,１０９総 務 費

２.１％２１,９９３そ の 他

１００％１,０６８,８０６合 計

♦保険給付状況（６５才以上人口３,２９７人、要介護・支援認定者数７０６人）

合　　計施　　設在　　宅

６,５３４１,６７０４,８６４延 べ 利 用 人 数（人）

１００％２５.６％７４.４％構　　　成　　　比（％）

１,２５９,６０５３２１,９３８９３７,６６７審査支払い手数料（円）

１,０１０,２７２,０５１４８７,０２５,４１５５２３,２４６,６３６支 給 総 額（円）

１００％４８.２％５１.８％構　　　成　　　比（％）

１５４,６１８２９１,６３２１０７,５７５１人当たりの支給額（円）

歳入の部

歳出の部
その他　0.0％

後期高齢者
医療広域連合

納付金
99.5％

総務費　0.4％

繰越金
2.9％

使用料及び手数料・
　その他　0.1％

保険料
65.1％

繰入金
32.0％

　平成２３年度の歳入合計は１２億６６８万７千円、歳出合計は１０億

６,８８０万６千円となっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額１億３,７８８万１千円

が、平成２４年度へ繰越となりました。

　平成２３年度の介護サービス給付費総額は皆様より納付いただい

た介護保険料の約５.２倍になっています。

歳入の部

歳出の部

その他　2.1％

支払基金
交付金
25.3％

国庫支出金
22.3％

県支出金
13.0％

保険料
16.0％

繰越金
10.4％

繰入金
13.0％

保険給付費
94.5％

総務費　1.7％
地域支援費

1.7％

（単位：千円）♦歳入の部 

割　合金　額項　　　目

６５.１０％７４,３８３保 険 料

３１.９０％３５,４４８繰 入 金

２.９０％２,７９５繰 越 金

０.１０％２５
使用料及び手
数料・その他

１００％１１２,６５１合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

割　合金　額項　　　目

０.４％４９３総 務 費

９９.５％１０９,２２７
後期高齢者医療
広域連合納付金

０.０％２９そ の 他

１００％１０９,７４９合 計

被保険者数 １,８５６人

一人当たり保険料 ４０,０７７円

総医療費 １,５８３,８６０千円

一人当たり医療費 ８５３,３７３円　

後 期 高 齢 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計
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　平成２３年度の国民健康保険特別会計の決算状

況をお知らせします。

　年度末の加入世帯数１,７８４世帯、被保険者数

３,２９５人です。

　決算状況とは保険加入者が納付した保険税や国

県の交付金などの歳入や医療給付費や他保険への

支援金などの歳出の状況のことです。

　平成２３年度では、歳入１６億８３３万２千円に対

し、歳出は１４億６,１３５万２千円であったため、差

額の１億４,６９８万円を繰越しました。

　平成２３年度決算においては、医療機関等へ支払

う保険給付費（療養の給付等に要する費用のうち

上板町国民健康保険負担分）の総額が、国民健康

保険加入者の皆様より納付いただいた国民健康保

険税の約３.４倍になっている状況です。

　また、平成２３年度は国民健康保険税率の引き上

げを実施しましたが、法定外繰入金を除く単年度

収支では赤字決算となりました。

１人当たり割　合金　　　額項　　　目

１６４,８７８３３.８％５４３,２７４国 ・ 県 支 出 金

歳
　
　
　
　
　
　
入

８６,９６１１７.８％２８６,５３８国 保 税

５３,８０３１１.０％１７７,２８１前期高齢者交付金

４４,２２５９.１％１４５,７２３繰 入 金

４１,６７２８.５％１３７,３１０繰 越 金

３３,７５４６.９％１１１,２２１療養給付費交付金

６２,８１８１２.９％２０６,９８５そ の 他 収 入

４８８,１１３１００％１,６０８,３３２計

２９４,８８４６６.５％９７１,６４４保 険 給 付 費

歳
　
　
　
　
　
　
出

４３,８１７９.９％１４４,３７８後期高齢者支援金等

２３,２７９５.２％７６,７０３介 護 納 付 金

１,９９５０.４％６,５７２総 務 費

１３０
０.０％

（０.０３％）４２８前期高齢者納付金等

４０.０％
（０.０００８％）

１２老 人 保 健 拠 出 金

９,１０５２.１％３０,０００基 金 等 積 立 金

７０,２９３１５.９％２３１,６１５そ の 他 支 出

４４３,５０６１００％１,４６１,３５２計

（単位：千円）　　　　　　　　（単位：円）

水道事業収益

給水収益
94.22％

その他の営業収益　0.26％

受託工事収益
5.48％

受取利息及び
配当金
0.04％

水道事業費用

総係費
26.6％

配水及び
給水費
10.0％

受託工事費
6.8％

減価償却費
29.2％

資産減耗費
0.1％未満

雑支出
0.1％未満

支払利息
10.1％

過年度損益修正損
0.2％

原水及び
浄水費　
13.2％　

資本的収入及び支出 資本的支出

企業債償還金
16.0％

企業債
97.0％

工事分担金
3.0％

建設改良費
84.0％

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

尚、資本的支出額に不足する額７,３６９万８千円は内部留保資金で補てんしております。

国保会計国 保会計

●資本的収入及び支出（税込み）

１４４,３１４資 本 的 収 入

１４０,０００企 業 債

４,３１４工 事 分 担 金

２１８,０１２資 本 的 支 出

１８３,２３８建 設 改 良 費

３４,７７４企 業 債 償 還 金

　収入合計は２億１,９９２万６千円

　支出合計は１億７,２２７万４千円

収　益　的
収支決算額

　収入合計は１億４,４３１万４千円

　支出合計は２億１,８０１万２千円

資　本　的
収支決算額

●収益的収入及び支出（税込み）

２１９,９２６水 道 事 業 収 益

２０７,２２０給 水 収 益

１２,０５７受 託 工 事 収 益

５６６その他の営業収益

８３受取利息及び配当金

０他 会 計 補 助 金

０雑 収 益

０過年度損益修正益

１７２,２７４水 道 事 業 費 用

２２,７７３原 水 及 び 浄 水 費

１７,１９４配 水 及 び 給 水 費

１１,７９７受 託 工 事 費

４５,７８４総 係 費

５０,３４２減 価 償 却 費

２,３２０資 産 減 耗 費

１７,４０８支 払 利 息

８０雑 支 出

４,５７６過年度損益修正損

（単位：千円）

３０,０００,０００円年 度 末 基 金 保 有 額
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※①標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表
的な職務である。

　②一般行政職とは、「事務職」
や「技術職」のことを指し、
「企業職員」や「教育職」
は含まない。

　上板町の職員給与などの現状を町民の皆さんにお知らせします。

職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、町の条例によっ

て定められています。

（なお、ここに記載している給与は、すべて税や各種保険料を引く

前の額です。）

上上板板町町職職員員の給給与与等等を公公表表します

❽部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

職　　　員　　　数（人）
区　　分

平２４年平２３年平２２年平２１年平２０年平１９年

２

１６

８

６

８

２７

１０

２

１５

９

７

８

２８

１１

２

１５

９

６

８

２８

１１

２

１５

９

６

９

３０

１２

２

１７

１３

７

８

３３

１３

２

１８

１２

７

１０

３６

１３

議　会

総　務

税　務

農　林

土　木

民　生

衛　生

一

般

行

政

７７８０７９８３９３９８小　計

２２２２２２２２１９２０教　育特
別
行
政 ２２２２２２２２１９２０小　計

５

８

５

８

５

８

６

８

６

７

６

６

水　道

その他

公
営
企
業
等 １３１３１３１４１３１２小　計

１１２１１５１１４１１９１２５１３０合　計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員等を含み、臨時・嘱託及び非常勤職員を除いている。

平成２３年度農業集落排水事業特別会計決算についてお知らせします。

歳入合計４０,３０７千円、歳出合計３３,３３４千円となっており内訳は下記のとお

りで歳入歳出差引残額６,９７３千円が、平成２４年度へ繰越となります。

（単位：千円）♦歳入の部 

金　　額項　　目

３００分 担 金

８,５１９使 用 料

１手 数 料

２３,０３７繰 入 金

８,４４８繰 越 金

１諸 収 入

４０,３０６合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

金　　額項　　目

１７９一 般 管 理 費

８,７８８施 設 管 理 費

１７,７２９償還金（元金）

６,６３８償還金（利子）

３３,３３４合 計

歳入の部 歳出の部
分担金
0.7％

手数料
0.1％未満

使用料
21.1％ 施設管理費

26.4％

償還金
（元金）
53.2％

償還金
（利子）
19.9％

一般管理費
0.5％

諸収入
0.1％未満

繰入金
57.1％

繰越金
21.0％

農業集落排水事業会計農業集落排水事業会計

❺一般行政職の級別職員数の状況 （平成２４年４月１日現在）

４級３級２級１級

課長補佐及び主査
並びにこの相当職

主査及び係長並
びにこの相当職

主 事 及 び
こ の 相 当 職

主 事 及 び 主 事 補
並びにこの相当職

標 準 的 な
職 務 内 容

１９人１９人３人５人職　員　数

３０.２％３０.２％４.８％７.９％構　成　比

合　計６級５級

理事及び課長並
びにこの相当職

主幹及び課長補佐
並びにこの相当職

６３人１２人５人

１００.０％１９.０％７.９％

❷職員給与費の状況（普通会計決算）

１人当たり
の 給 与 費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費　額普通会計
職 員 数
（Ａ）

区　分
　　計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円

５,４８６
千円

５４８,５７１
千円

１３３,３４３
千円

４１,０４１
千円

３７４,１８７１００人２３年度

※職員手当には、退職手当を含まない。

❸職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成２４年４月１日現在）

平　均　年　齢平 均 給 料 月 額

４３.３歳月一般行政職　　３,１９６百円

５４.１歳月技能労務職　　３,３４５百円

❹職員の初任給の状況 （平成２４年４月１日現在）

一般行政職

国上　　板　　町

初　任　給区　　　分初　任　給区　　　分

１７２,２００円大　学　卒１７２,２００円大　学　卒

１４０,１００円高　校　卒１４０,１００円高　校　卒

❶人件費の状況（普通会計決算）

前年度の人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳人口区　分

１６.２％１８.６％
千円　

８２０,７８２
千円　

４,４２２,６６５
平成２４.３.３１現在

１２,８２１人２３年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

❼特別職の報酬等の状況 （平成２４年６月１日現在）

期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分

６月期１.４０月分

１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

２９９,０００円

２４９,２００円

１９９,３００円

議　長

副議長

議　員

６月期１.４０月分

１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

５９０,４００円

５９０,４００円

５４６,２００円

町　長

副町長

教育長

※平成２４年度の町長の給料月額については、２０％を減額している。

❻職員手当の状況 （平成２４年６月１日現在）

国上　板　町区　分

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３.５０月分 ４１.３４月分
勤続３５年 ４７.５０月分 ５９.２８月分
最高限度額 ５９.２８月分 ５９.２８月分
※定年前早期退職特例措置有

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３.５０月分 ４１.３４月分
勤続３５年 ４７.５０月分 ５９.２８月分
最高限度額 ５９.２８月分 ５９.２８月分
※定年前早期退職特例措置有

退職手当

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

扶養手当

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

住居手当

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤手当

８,４２２,６４０円支 給 総 額
（平成２３年度）

時 間 外
勤務手当

保育士及び幼
稚園教諭

支給対象職員

調整手当

１４２,７５７円
支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成２３年度）

月額２,０００円支　　給　　額

月額
２８,６００円〜

４９,５００円

管理または監督
の地位にある職
員に支給

管理職
手　当
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去
る
、
八
月
十
五
日
に
平
成
二
十

四
年
度
の
上
板
町
戦
没
者
追
悼
式
が

大
山
・
高
志
・
松
島
地
区
の
忠
魂
碑

前
に
て
上
板
町
・
町
遺
族
会
の
共
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
納
田
伸
春
町
長
・
正
木 
遺

族
会
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の

遺
族
関
係
者
が
、
出
席
し
て
厳
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
が
献
花
を
行
い
追
悼
の
こ
と

ば
を
読
み
上
げ
、
続
い
て
遺
族
会
会

長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
員
で
正
午
に
一
分
間
の
黙
祷
を

行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
日
本
の

恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度

戦
没
者
追
悼
式

平
成
二
十
四
年
度

戦
没
者
追
悼
式

　

出
産
祝
金
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。
納
田
町
長
が
新
生
児
宅
を
保
健

師
と
共
に
訪
問
し
、
出
産
祝
金
と
祝

状
を
手
渡
し
、

ご
出
産
を
お

祝
い
致
し
ま

し
た
。

　

去
る
、
七
月
二
十
二
日︵
日
︶県
内

の
代
表
十
二
チ
ー
ム
に
よ
り
競
わ
れ

た
、
第
二
十
八
回
徳
島
県
消
防
操
法

競
技
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
で
上
板
町

消
防
団
第
二
分
団

︵
植
田
昌
和
分
団

長
︶が
見
事
、第
三

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

三
十
度
を
超
え

る
暑
さ
の
な
か
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
充
分
に
発
揮
し
、
審
査
員
の
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

第
二
分
団
の
選
手
は
次
の
と
お
り

で
す
。

︵
敬
称
略
︶

　

指
揮
者　
　

坂　

東　

英　

之

　

一
番
員　
　

山
ノ
井　

誠　

司

　

二
番
員　
　

森　
　
　

祐　

樹

　

三
番
員　
　

大
戸
井　

康　

弘

　

四
番
員　
　

坂　

東　

康　

人

◎
平
成
二
十
四
年
第
二
回
定
例
会
の

概
要

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
二
日

か
ら
六
月
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
、
防
災
対
策
、

農
業
基
盤
の
強
化
、
教
育
問
題
、
人

権
問
題
、
環
境
問
題
、
な
ど
施
政
方

針
の
中
で
、
基
本
理
念
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
行
財
政
改
革
、

防
災
、
農
業
、
環
境
、
人
権
、
教
育

問
題
な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

︵
議
員
八
名
か
ら
一
般
質
問
︶

　

町
長
提
出
議
案
十
五
件
の
内
、
八

件
が
可
決
、
七
件
が
承
認
、
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
一
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
協
議
会

　

平
成
二
十
四
年
六
月
五
日

　

第
二
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協
議

を
行
な
う
。

◎
財
産
区
議
会

・
上
板
町
大
山
財
産
区
議
会

　

︵
第
二
回
定
例
会
︶

　
　

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日

・
上
板
町
神
宅
財
産
区
議
会

　

︵
第
二
回
定
例
会
︶

　
　

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

出
産
祝
金
訪
問

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

県
大
会　
　
　

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

　

第
三
位
入
賞

多
田
　

漣
・
多
田
　

弘
幸

︵
上
板
町
︶

最
優
秀
賞

︵
上
板
町
︶

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
団
ら
ん

︵
美
馬
市
︶

県
立
池
田
支
援
学
校
美
馬
分
校

︵
阿
南
市
︶

県
立
新
野
高
校

優

秀

賞

阿
波
市
立
　

林
保
育
所

︵
阿
波
市
︶

エ
コ
大
賞

緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン

︵
敬
称
略
︶

︵
敬
称
略
︶

平
成
平
成
24
年
度
年
度
﹁
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

﹁
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
受
賞
者

受
賞
者

平
成
24
年
度
﹁
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
受
賞
者

︵
敬
称
略
︶
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行政書士が、①官公庁に提出する書類、②権利義務に関する書類、

③事実証明に関する書類の作成について無料で相談に応じます。

行政書士による無料相談会のお知らせ

・日時：平成24年10月15日（月曜日）14時〜17時まで

・場所：上板町中央公民館第1会議室

・主催：徳島県行政書士会徳島県北部支部

　　　　担当　多田令修（TEL 088−637−5778）

※事前予約は必要ありません

あなたの声をお聴きします

−行政相談週間−

　10 月 15 日（月）から 21 日（日）までは、

「行政相談週間」です。

　行政相談週間は、行政相談制度を広く

国民の皆様にお知らせして利用していた

だくために、総務省が全国一斉に実施し

ているものです。

　上板町では、この行政相談週間中に行

政相談委員が、徳島行政評価事務所の支

援のもと、次のとおり行政相談所を開設

します。

　役所の仕事について、苦情がある、困

っている、こうして欲しい、役所の説明

や対応に納得がいかない、どこに相談し

てよいか分からない、制度や仕組みが分

からないなど、お気軽にご相談ください。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。

◇日時　10月17日（水）

　　　　午後1時30分から午後4時まで

◇場所　上板町老人福祉センター

◇担当行政相談委員

　　　　清水　容治　さん

　　　　多田　博之　さん

行政書士による無料相談会のお知らせ

︵
七
月
一
日
付
異
動
者
︶

︵　

︶
内
旧
任

住
民
課

　

課
長　

多
田　

喜
子

︵
福
祉
保
健
課
長
︶

　

係
長　

米
原　

啓
太

︵
教
育
委
員
会
係
長
︶

福
祉
保
健
課

　

課
長　

三
谷　
　

新

︵
議
会
事
務
局
長
︶

人
権
課

　

係
長　

高
田　

佳
幸

︵
建
設
課
係
長
︶

文
化
セ
ン
タ
ー

　

主
事　

兼
間　

大
輔

︵
産
業
課
兼
農
委
主
事
︶

産
業
課
︵
農
業
委
員
会
兼
務
︶

　

主
査　

村
上　

貴
則

︵
文
化
セ
ン
タ
ー
主
査
︶

議
会
事
務
局

　

局
長　

坂
東　

正
博

︵
住
民
課
長
︶

教
育
委
員
会

　

主
査　

花
補
佐
光
代

︵
住
民
課
主
査
︶

水
道
課

　

主
査　

清
水　
　

哲

︵
教
育
委
員
会
主
査
︶

人
事
異
動
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▽１０月開催予定

　板野郡グラウンドゴルフ

　大会 （10/8）

　ソフトテニス大会

　秋季ソフトボール大会

　板野郡マラソン大会

（10/21）

▽１１月開催予定

　硬式テニス大会

　板野郡町対抗駅伝大会

（詳細につい

ては、町教育

委員会までお

問い合わせく

ださい。）

上板中学校校内非行防止作文優秀者３名

　

毎
年
恒
例
で
あ
る
町
内
親
睦
軟
式
野
球
大
会
が
、
平

成
二
十
四
年
八
月
十
二
日︵
日
︶に
上
板
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
非
常
に
暑
い
日
で
し
た
が
、
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
上
板
野
球
ク

ラ
ブ
が
見
事
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

上
板
野
球
ク
ラ
ブ

◇
準
優
勝　

ア
ー
バ
ン
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去
る
八
月
二
十
三
日︵
木
︶、
上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
﹁﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
・
上
板
町
推
進
大

会
﹂
及
び
﹁
第
三
十
六
回
鳴
門
教
育
大
学　

教
育
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
・
上
板
町
推
進
大
会
は
、
町
民

あ
げ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む
気
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
町
民

各
層
の
非
行
防
止
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
非

行
防
止
と
健
全
育
成
を
図
る
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
納
田
町
長
の
力
強
い
挨
拶
の
後
、
上
板
中
学
校
校
内
非
行
防
止

作
文
優
秀
者
三
名
︵
最
優
秀
賞　

三
年　 
市  
川  
萌  
夏 
さ
ん
、
優
秀
賞　

二
年　
 

山  
本 

い
ち 

か
わ 

も
え 

か 

や
ま 

も
と

 
理  
緒 
さ
ん
、
優
秀
賞　

一
年　 
濱  
田  
翔  
尽 
さ
ん
︶
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

り 

お 

は
ま 

だ 

し
ょ
う 
じ
ん

　

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
の
市
川
萌
夏
さ
ん
が
﹁
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
﹂
と
題

し
た
作
文
を
発
表
し
、
参
加
者
よ
り
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
吉
田
教
育
委
員
長
よ
り
﹁
大
会
宣
言
﹂
が
朗
読
さ
れ
、
青
少
年
が
豊

か
で
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
非
行
防
止
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た﹁
第
三
十
六
回
鳴
門
教
育
大
学　

教
育
・
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹂
で
は
、
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院　

吉
井
教
授
に
よ
る
﹁
不
登
校
の
予
防

の
た
め
の
絆
づ
く
り
﹂
の
基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
家
庭
教
育
へ
の
支
援

体
制
︱
上
板
町
の
実
践
よ
り
︱
﹂
が
あ
り
、
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

﹃
あ
い
﹄
の
活
動
内
容
の
発
表
等
を
行
い
、
人
間
形
成
を
視
点
と
し
た
﹁
家
庭

教
育
﹂
の
役
割
、
そ
し
て
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
主
催

者
及
び
参
加
者
で
共
通
理
解
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
﹃
あ
い
﹄
の
活

動
と
子
育
て
や
教
育
問
題
で
悩
む
方
々
の
た
め
の
相
談
・
支
援
活
動
の
実
態
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

﹃
あ
い
﹄
は
、
子
育
て
や
教
育
問
題
︵
い
じ
め
等
︶
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

の
相
談
・
支
援
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、﹃
あ
い
﹄
の
相
談
・
支
援
者
養
成
の
た
め
、
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
を
十
月
十
一
日︵
木
︶よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
経
験
者
・
未
経
験
者

ま
た
、
子
育
て
教
育
問
題
等
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　
 

︵
上
板
町
教
育
委
員
会
︶

﹃﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄

防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄　
上
板
町
推
進
大
会

第３６回鳴門教育大学 教育・文化フォーラム

シンポジウム 基調講演
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　上板町さくら保育所へ入所する、第３子以降の児

童については平成24年７月から、保育料を無料化

します。

　無料化の目的は、第３子以降の児童に係る保育所

への入所に伴う保護者の経済的負担を軽減すること

により、安心して子どもを産み育てる環境づくりを

推進することを目的としています。無料化の適用を

受けるには申請が必要となりますので、該当する人

は手続きを行ってください。

【無料化の対象】

　次の３点全てに該当する人が対象です。

　・同一世帯で子どもを３人以上扶養していること。

　　（18歳未満の児童が３人以上いる世帯のうち、

当該世帯の３人目以降の児童）

　・当該年度の所得税又は市町村税の申告をしてい

ること。

　・上板町に住所を有していること。

【申請窓口】上板町立さくら保育所

【提出書類】第３子以降保育料無料化申請書

【注意事項】申請は毎年度必要です。

※保育所は、「保育に欠ける児童」の保育を行うこ

とを目的とする児童福祉施設です。

　上板町に住民登録をし、現に上板町に居住してい

る家庭の児童が入所できます。

　入所児童の対象年齢は、０歳児（生後６ヶ月以上

を経過した日の翌日）から３歳児までです。

何気ないことば何気ないことば何気ないことば
　日常の会話の中で、ふとした発言で相手を怒らせてしまった経験

はないですか？言葉は人と人とのコミュニケーションをとる上で、

とても大切なアクションです。でも、もしその言葉でひそかに傷つ

いたり、嫌な思いをする人がいるのであれば使わない方が良いので

はないでしょうか？

　コミュニケーションは自分と他者（個人又は複数人）との意志の

伝達方法です。その方法が間違っているとしたら、人間関係を切っ

てしまうことにもなりかねないばかりか、時には相手の命をも奪っ

てしまうことにもつながりかねません。それは、最近頻発している

「いじめ」による自殺にも関連してくると思います。「冗談のつもり」、

「軽い気持ち」では済まされないことです。

　今、上板町内で支部ごとに「人権懇談会」を開催しています。今

年のテーマはこの「言葉と差別」です。言葉に秘められた差別性を

知り、他者に嫌な思いをさせないように、何がいけないのか、何故

いけないのかを知ることが大切です。ただ「使ってはいけない」で

はなく、その本質を知った上で使わないようにすることが必要です。

　人に言われて嫌な言葉を使わなくすることからでも、人権は守ら

れていくのではないでしょうか？

　現給食センターは、阿波市・板野

町・上板町の１市２町で運営してお

りますが、阿波市が市の給食センタ

ーを新たに建設整備するため、平成

27 年３月末をもって脱退すること

になりました。また板野町も平成

27 年３月末に脱退し、独自の建設

整備を計画しております。

　本町の児童・生徒に安全でおいし

い給食を、平成 27 年度以降も提供

できるように、給食提供の在り方を

種々の方策の中から最も適切な方法

を今後検討してまいります。

上板町教育委員会

TEL 694 − 6814 上板町教育委員会・上板町人権教育推進協議会
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私
に
と
っ
て
家
族
は
、
と
て
も
温
か
く
大
切
な

宝
物
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
て
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
飯
を
食
べ
て
い
る

時
な
ど
み
ん
な
が
笑
顔
で
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

で
も
、
今
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
付
き
そ
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く

の
間
は
は
な
れ
ば
な
れ
で
す
。
正
直
な
気
持
ち
を

い
う
と
、
さ
び
し
い
で
す
。
今
ど
う
し
て
い
る
の

か
な
ぁ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
ぁ
と
心
配
に
も
な

り
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も

習
い
事
の
送
り
む
か
え
を
し
て
く
れ
た
り
、
私
の

頼
み
事
を
き
い
て
く
れ
た
り
し
て
と
て
も
優
し
い

で
す
。
私
が
体
調
を
く
ず
し
た
と
き
な
ど
は
、
す

ご
く
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

学
校
か
ら
帰
る
と
﹁
お
か
え
り
。
﹂
と
言
っ
て
笑

顔
で
む
か
え
て
く
れ
る
こ
と
も
、
と
て
も
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
す

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
う
ん
う

ん
と
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
私
の

思
い
を
受
け
と
め
、
最
後
に
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
ま
す
。
私
は
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
と
て

も
、
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
今
は
話
す
時
間
も
あ
ま
り
な
く
、
病
院

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
行
け
て
い
な
い

の
で
声
も
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

会
い
た
い
な
ぁ
、
早
く
元
気
に
な
っ
て
退
院
で
き

た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
、
と
思
う
と
同
時
に
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
に
と
っ
て
ど
ん

な
に
大
切
な
存
在
な
の
か
が
、
あ
ら
た
め
て
わ
か

り
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
二
年
連
続
で
手
術
を
受
け

ま
し
た
。
去
年
は
、
退
院
し
た
後
つ
え
を
使
っ
て

歩
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
、
し
ば
ら
く
は
安
静

に
し
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
大
変
だ
ろ
う

な
ぁ
と
思
う
け
れ
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今
も
一

生
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
つ
き
そ

い
や
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
で
と
て
も

い
そ
が
し
そ
う
で
す
。
稲
刈
り
の
時
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
い
な
い
の
で
、
お
父
さ
ん
と
二
人
で
稲

刈
り
を
し
、
そ
の
後
み
ん
な
の
ご
飯
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
二
人
と
も
元
気
だ

け
れ
ど
、
苦
労
し
、
と
て
も
大
変
だ
と
言
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
つ
か
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思

う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
私
は
、

何
か
し
な
き
ゃ
と
思
い
な
が
ら
、
休
ん
で
い
る
の

を
じ
ゃ
ま
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
何
も
で
き
な

い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
に
﹁
あ
り
が
と
う
。
﹂
と
感

謝
の
言
葉
を
言
え
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
、
私
に
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

役
に
立
ち
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
以
上
に

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
志
小
学
校　

六
年　
　
　

岸　

本　

有　

紗　

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、　
　

　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

ず
っ
と
ず
っ
と
好
き

　

ぼ
く
の
家
は
け
ん
業
農
家
で
す
。
夏

は
、
お
米
と
オ
ク
ラ
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。

　

八
月
一
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
オ
ク

ラ
の
出
荷
が
終
わ
り
、
ス
イ
カ
を
食
べ

て
い
る
時
に
む
ね
が
い
た
く
な
り
、
救

急
車
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
救
急
車
で
運
ば
れ
た
と

聞
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
む
ね

が
い
た
い
原
因
は
、
心
筋
こ
う
そ
く
で

し
た
。
救
急
車
で
病
院
へ
向
か
う
と
中

で
、
一
度
心
ぞ
う
が
止
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
病
院
に
着
い
て
、
き
ん
急
手
術
を

し
て
助
か
り
ま
し
た
。
到
着
が
あ
と
五

分
お
く
れ
た
ら
命
が
あ
ぶ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

集
中
ち
り
ょ
う
室
に
入
っ
た
の
で
、
二

週
間
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
さ

び
し
か
っ
た
で
す
。
病
室
が
一
ぱ
ん
病

と
う
に
変
わ
っ
た
時
、
ぼ
く
は
泣
き
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、

練
習
試
合
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
こ

と
や
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
た
こ
と
、
た
い

院
し
た
ら
い
っ
し
ょ
に
ご
飯
を
食
べ
に

行
く
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
強
が
り
な

ん
だ
け
ど
、
苦
し
い
時
に
は
み
ん
な
に

言
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ぼ
く
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
か
ら
、
自
分
だ
け
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
が
ま
ん
し
な
い
で
、
困
っ
た

時
に
は
誰
か
に
た
よ
っ
て
い
い
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

ぼ
く
は
、
苦
し
い
時
に
は
一
人
で
か
か

え
こ
ま
な
い
で
、
誰
か
に
相
談
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。　

た
い
院
し
た
ら
、ず
っ

と
ず
ー
っ
と
元
気
で
い
て
ね
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
今
日
は
八
月
二
十
九
日
、
明

日
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
た
い
院
す
る
日

で
す
。
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、

﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
た
い
院
お
め
で
と

う
。﹂

と
声
を
か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
ろ
ん

な
話
を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

神
宅
小
学
校　

五
年　
　
　

谷　

口　
　
　

聡　
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今
日
も
、
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
朝
か
ら
、

水
泳
、
テ
ニ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
、
料
理
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
練
習
と
予
定
が
ぎ
っ
し
り
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
定
年
退
職
後
シ
ル
バ
ー
大
学

に
入
学
し
て
食
品
加
工
を
学
び
、
そ
の
後
シ
ル
バ
ー

大
学
校
大
学
院
で
介
護
講
座
、
徳
島
文
理
大
学
で
音

楽
療
法
、
消
費
者
大
学
で
振
込
詐
欺
防
止
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
徳
島
県
﹁
元
気
高
齢
者
﹂

の
第
一
号
と
し
て
、
登
録
・
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
研
究
心
お
う
盛
な
人
で
す
。

　

ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
水
泳
が
得
意
で
、
週
に

一
回
は
千
五
百
メ
ー
ト
ル
泳
い
で
い
ま
す
。
ぼ
く
も

三
歳
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
よ
く
プ
ー
ル
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
、
泳
ぎ
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
最

近
、
ぼ
く
の
方
が
少
し
タ
イ
ム
が
速
く
な
っ
た
の
で
、

﹁
と
う
と
う
雄
哉
に
抜
か
れ
た
な
あ
。﹂

と
、
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
て
ま
し
た
。
ぼ
く
が
小
さ

い
時
は
プ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
公
園
や
ス
ケ
ー
ト
場

な
ど
、
ぼ
く
の
喜
ぶ
所
な
ら
ど
こ
へ
で
も
、
あ
ち
こ

ち
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ぼ
く
の
た

め
に
、
お
い
し
い
パ
ン
や
料
理
を
手
作
り
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
が
う
れ
し
い
時
は
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
、
ぼ
く
が
辛
い
時
は
一
生

懸
命
励
ま
し
て
く
れ
、
心
か
ら
、
ぼ
く
の
こ
と
を
応

援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
い
つ
も
ぼ

く
を
温
か
く
見
守
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
今
一
番
の
楽
し
み
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
し
て
い
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で
す
。﹁
す
み

れ
会
﹂
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
て
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
や
学
童
へ
年
間
百
回
以
上
も
の
演
奏
を
こ
な

し
、
回
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
何
度
か
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
も
小
さ

い
時
、
何
回
か
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
お
年
寄
り
の
方
々
が
、
と
て
も
楽
し
み
に

待
っ
て
お
ら
れ
て
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に

歌
っ
て
い
て
、
本
当
に
喜
ん
で
お
ら
れ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
最
後
に
は
、
た
く
さ
ん
の
曲
を
リ
ク
エ

ス
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
童
に
行
っ
た
時
は
、

﹁
帰
ら
ん
と
い
て
。
ぼ
く
も
弟
子
に
し
て
く
だ
さ

い
。﹂

と
言
わ
れ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
訪
問
先

か
ら
、
お
礼
に
と
手
作
り
の
表
彰
状
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
手
紙
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
演
奏
会
の
た

め
の
歌
詞
な
ど
の
準
備
、
打
ち
合
わ
せ
、
練
習
な
ど

忙
し
く
て
大
変
そ
う
な
の
で
、
ぼ
く
は
、
あ
る
時
、

﹁
そ
ん
な
に
忙
し
く
て
、
き
つ
く
は
な
い
の
。﹂

と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

﹁
自
分
が
楽
し
い
な
と
思
っ
て
好
き
な
こ
と
を
し
て

る
し
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ

し
く
て
幸
せ
だ
か
ら
、
き
つ
く
は
な
い
ん
だ
よ
。﹂

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
こ
れ

か
ら
も
で
き
る
限
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
続
け
て
、

多
く
の
人
達
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
生
き
生
き
と
し
た
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を

ぼ
く
は
、
と
て
も
尊
敬
し
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
自
分
の
し
た

い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
人
生
を
楽
し
み
、
周
り
の
人

に
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
小
さ
い
頃
か
ら
面
倒
を
み
て
く
れ
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
、
こ
う
言
い
た
い
で
す
。

　

﹁
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
温

か
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
で
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑

顔
に
し
て
ね
。
ず
っ
と
元
気
で
い
て
ね
。﹂

　

元
気
い
っ
ぱ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

松
島
小
学
校　

六
年　
　
　

安　

立　

雄　

哉　

　

私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
私

が
生
ま
れ
る
三
年
前
に
亡
く
な
り
、

母
方
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
母

の
お
な
か
の
中
に
い
る
時
に
亡
く

な
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
家
族
が

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話
を
よ
く
し
て
く

れ
ま
す
。

　

私
の
家
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
代

か
ら
硝
子
屋
を
し
て
い
ま
す
。
な
の

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
仕
事
に
は
と

て
も
き
び
し
く
、
私
の
お
父
さ
ん
も

よ
く
怒
ら
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
上
、
体
も
大
き
く
て
見
た
め
は

恐
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、
私
の
姉
達

に
は
、
と
っ
て
も
や
さ
し
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
で
、
仕
事
の
合
間
に
は
一
緒

に
遊
ん
で
く
れ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
や

お
か
し
を
買
い
に
つ
れ
て
っ
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

　

母
方
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が

姉
や
い
と
こ
達
と
年
が
は
な
れ
て
い

る
の
で
久
し
ぶ
り
の
孫
が
生
ま
れ
て

く
る
の
を
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
急
病
で

私
の
生
ま
れ
る
二
ヶ
月
前
に
亡
く

な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

二
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
も
、
写

真
で
し
か
会
え
ま
せ
ん
が
、
写
真
で

見
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
は
、
と
て
も

や
さ
し
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
が
よ
く

　

﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
今
も
元
気

だ
っ
た
ら
、
今
ご
ろ
お
も
ち
ゃ
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
か
も
ね
。﹂

と
、
笑
い
な
が
ら
よ
く
話
し
て
く
れ

ま
す
が
、
お
も
ち
ゃ
は
い
ら
な
い
の

で
、
二
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
元
気

な
時
に
会
い
た
か
っ
た
し
、
い
っ
ぱ

い
話
し
た
り
遊
ん
だ
り
い
ろ
ん
な
事

を
教
え
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
そ
の
分
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達

が
、
と
っ
て
も
や
さ
し
い
で
す
。

　

家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
お
花
が
大

好
き
で
す
。
家
の
う
ら
庭
に
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
、
た
く
さ
ん
の

花
が
一
年
中
咲
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
季
節
ご
と
に
咲
く
い
ろ
い
ろ
な

花
を
、
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
ま
す
。

お
か
げ
で
、
私
も
花
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
私
が
お
母
さ
ん
に
怒
ら

れ
た
時
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
な
ぐ

さ
め
て
く
れ
ま
す
。
お
い
し
い
ご
飯

も
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

母
方
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
コ
ー

ラ
ス
に
行
っ
て
い
て
歌
が
好
き
で
す
。

た
ま
に
会
い
に
行
く
の
で
す
が
、
会

い
に
行
く
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
た
く

さ
ん
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
分
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
伝
い

を
し
た
り
、
や
さ
し
く
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生

き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

大
好
き
な　
　

　
　

お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

東
光
小
学
校　

六
年　
　
　

高　

志　

朋　

実　
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※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してください。
　宅内漏水の早期発見になります。
※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水道工事店等
　に依頼して修理してください。

次の手順で水漏れを確認できます。

1

2

3

まず、家中の蛇口を全て閉めま
しょう。

次にメーターボックスのフタを
開けてメーター器を見ます。銀
色か赤色の星のような形のもの
（パイロット）を確認しましょう。

もしパイロットが回っていたら、
宅内のどこかで漏水している可
能性があります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

●　お問い合わせ先　●

上板町役場　水道課　TEL 088−694−6817

宅内漏水にご注意ください。

※メーターボックスの上には物を置かないようにしてください。

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する場合は、
申請手続きが必要です。

また、死亡等による名義変更をする場合にも
手続きが必要です。

　飼い犬は法律により、生涯１回の登録と年１回

の狂犬病予防注射が義務づけられています。本年

度も５月に実施しましたが、まだ注射を受けてい

ない犬は、次のとおり実施しますの

で受けてください。

　当日は大変混み合います。前もって登録してい

ただき、円滑に注射が出来ますようご協力くださ

い。また、犬が死亡したときは、死亡届を出して

ください。  

　動物病院では、登録も注射も出来ます。前記日

程で都合の悪い方は、動物病院で受けてください。

※日程表は飼い主様宛に送付いたします。

※新しく飼い始めた方は、日程表を支部回覧いたし

ますので、都合の良い場所で受けさせてください

水道課からのお知らせ水道課からのお知らせ

　税関では、お預かりしている次の通貨・証券な

どをお返ししております

◎終戦後、外地から引き揚げてこられた方で、上

陸港の税関・海運局に預けられた通貨・証券など

◎外地の集結地において、領事館などに預けられ

た証券などのうち、日本に送還されたもの

終戦当時の引揚者の方々へ
−通貨・証券などをお返ししております−

【訓　練　科】　ＩＴ技術科６

【訓練期間】　11月12日〜２月８日

【訓練実施場所】　ライジングサン藍住校（板野郡藍住町）

【受　講　料】　無料（教材費等別）

【対　　象】　離転職者等で、公共職業安定所から受講
指示又は受講推薦を受けた人

　　　　　　（学歴・年齢・性別は問いません）

【申し込み】　９月20日から10月19日までに居住地を
所轄する公共職業安定所へ

■詳しくは、公共職業安定所、又は県立鳴門テクノス
　クール（TEL 088−686−4752）へ

返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、

ご家族の方でも結構です

お心当たりの方は、

最寄りの税関へのお問い合わせください

徳島県小松島市小松島町字外開1−11

小松島みなと合同庁舎　小松島税関支所
TEL 0885 −32 −0326

鳴門テクノスクール
11月入校の訓練生を募集します。

※詳しいお問い合わせは、鳴門地域事務所まで（TEL：６８５−５３０６）

自衛官候補生（男子）高等工科学校生募集種目

１８歳〜２７歳未満の男子中卒（見込含）／１７歳未満の男子資　　格

年間を通じて行っております。２４年１１月１日〜２５年１月７日受付期間

第３回　２４年１０月２５日
１次：２５年１月１９日
２次：２５年２月２日〜５日

試験期日

（自衛官について）
１　給与：約１６万〜（＋各種手当て）
２　賞与：年２回（６月・１２月）
３　休み：週休２日制、祝日、年末

年始、夏期休暇、年次有
給休暇（年間２４日）など

４　身分：特別国家公務員
５　自衛官候補生手当：
　　　　　（入隊から３ヶ月まで）
　　　　　約１２万６千円
２　士任官後：約１６万円

１　試験会場
　　松茂町の自衛隊基地
２　学校について
　　①試験費用は無料です
　　②入学〜卒業まで学費

不要
　　③学生手当等が支給さ

れます

そ の 他

自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内
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大型ごみのふれあい回収を
実施しています
大型ごみのふれあい回収を
実施しています

徳島県消費者情報センター　石川・島川
■ TEL 088 −623 −0612
■ホームページ
　http://www.pref.tokushima.jp/shohi/
■休所日　水曜日・祝日・年末年始

お問い合わせ先

次の①〜③のいずれかに該当
する世帯
①75歳以上で独居の世帯
②75歳以上のみの世帯
③心身に障害のある方が同居

している世帯
（身体障害者手帳１・２級、療育手
帳A１・A２、精神障害者保健福祉
手帳１級、要介護認定区分４・５）

対 象 者

環境保全課の窓口で申し込む。
環境保全課に電話で申し込む。

申し込み方法

ご家庭で

不用となった大型ごみ

※テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、

洗濯機、衣類乾燥機、エア

コン、パソコン及び収集運

搬に支障があるものは不可。

回収品目

◆大型ごみ１品につき、大型

ごみシール１枚必要です。

◆引き取り時は、必ず在宅し

て立ち会ってください。

◆大型ごみは、玄関先まで移

動しておいてください。

◆回収日時は、調整させてい

ただくことがあります。

注意事項（主なこと）

● お申し込み・お問い合わせ ●

上板町役場　環境保全課

TEL：694 − 6813

　県では、消費者に役立

つ情報を周りの消費者（家族、友人、近

所や職場など）に広めたり、地域の情

報やニーズを県消費者情報センターに

取り次ぐといったボランティア活動を

する、消費者ネットの担い手（愛称：阿

波の助っ人）を募集しています。「伝える」

「学ぶ」「活動する」「教える」の４つの

活動の中から、ご本人の希望に沿った

活動をお願いしています。この活動に

ご賛同いただける18歳以上の県民の方

と県内の団体の申請を待っています。
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１．日　　時　平成24年11月11日（日）午前９時

２．集合場所　上板町泉谷　技の館　玄関ロビー

３．コ ー ス　技の館→県果樹試験場→上板ＳＡ→

　　　　　　　技の館（約８㎞）

４．申込締切　平成24年11月７日（水曜日）

　上板町では、町民の健康の保持増進と国民健康保険事業の円滑な運営

を図るために毎年「歩け歩け大会」を実施しています。

　里山の紅葉や草花を楽しんでいただける上板らしさあふれるコースに

なっています。ご家族やお友達と一緒に自然の姿とすがすがしい空気に

ふれ、心身ともに元気になってください。

コース周辺等で撮影された大変美

しい草花の写真を多数展示してい

ますから、当日参加されない方も、

是非一度お立ち寄りください。

裏山の草花写真展

●出産や手術における大量出血等の際に、特定

の血液製剤を投与されたことによって、Ｃ型

肝炎ウイルスに感染された方に、給付金を支

給する仕組みがあります。

●詳しくは厚生労働省ＨＰ又は相談窓口までお

問い合わせください。

　TEL 0120−509−002（平日9時半〜18時まで）

第21回　歩け歩け大会開催のお知らせ第21回　歩け歩け大会開催のお知らせ第21回　歩け歩け大会開催のお知らせ 技の館玄関ロビーにて

10月上旬〜11月下旬まで展示

＊

＊

＊

＊

お問い合わせ先

上板町役場　税務課

TEL 694−6807

上板町国民健康保険主催上板町国民健康保険主催

特定の血液製剤により
Ｃ型肝炎ウイルスに感染された
方々へ、給付金のお知らせです。

特定の血液製剤により
Ｃ型肝炎ウイルスに感染された
方々へ、給付金のお知らせです。

　国のがん対策の推進として「がん検診推進事

業」を実施しています。一定の年齢に達した女

性に対し、子宮頸がん及び乳がん検診の無料

クーポンを配布しています。検診は２５年３月

３１日までとなっております。まだ、クーポン

券を使われてない方はお早めに受診しましょう。

＜無料クーポン対象年齢＞

がん検診推進事業について

生　年　月　日年齢

平成　３　年４月２日〜平成　４　年４月１日２０歳

昭和６１年４月２日〜昭和６２年４月１日２５歳

昭和５６年４月２日〜昭和５７年４月１日３０歳

昭和５１年４月２日〜昭和５２年４月１日３５歳

昭和４６年４月２日〜昭和４７年４月１日４０歳

�子宮頸がん検診

生　年　月　日年齢

昭和４６年４月２日〜昭和４７年４月１日４０歳

昭和４１年４月２日〜昭和４２年４月１日４５歳

昭和３６年４月２日〜昭和３７年４月１日５０歳

昭和３１年４月２日〜昭和３２年４月１日５５歳

昭和２６年４月２日〜昭和２７年４月１日６０歳

�乳がん検診
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保健行事予定表　１０月〜１２月

Ⅵ．予防接種
　「徳島県予防接種広域化」により、上板町内の医療機関に加えて、
町外にかかりつけ医がある方は、町外医療機関で予防接種を受ける
ことができます。
　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので、通知が届
いたら保護者の方は医師と相談をして接種計画を立てて受けま
しょう。
　定期：ＢＣＧ・ポリオ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテ

リア破傷風混合・麻疹風疹混合（麻疹・風疹単独も可）・
日本脳炎

　任意：ヒブ（Ｈｉｂ）・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン

＊ポリオ予防接種について＊
　　平成２４年９月から、小児麻痺予防のポリオ予防接種は、不活
化ワクチンが導入され、徳島県予防接種広域化医療機関における
個別予防接種になりました。

　　接種対象者は、生後３か月以上７歳６か月未満の乳幼児です。
対象者には、個人通知をしておりますので、まだ接種を完了し
ていない方は、母子健康手帳を確認してかかりつけ医で接種を受
けて下さい。

　　なお、１１月からジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ
ワクチンの４種混合予防接種が導入される予定です。

＊麻しん風しん予防接種について＊
　　麻しんは、麻しんウイルスの空気感染によって起こります。
感染力が強く発熱、せき、鼻汁、めやに、発疹を主症状とします。
主な合併症としては、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎があります。

　　風しんは、風しんウイルスの飛沫感染によって起こります。
軽い風邪症状で始まり、発疹、発熱、後頸部リンパ節腫脹など
が主症状です。合併症として関節痛、血小板減少性紫斑病、脳
炎などがあります。また、妊婦が妊娠早期にかかると、先天性
風しん症候群とよばれる病気により心臓病、白内障、聴力障害
などの障害を持った児が生まれる可能性が高くなります。

　　定期接種の該当者は、以下のとおりです。
　　　第１期：１歳児
　　　第２期：小学校入学前１年間の幼児
　　　第３期：中学１年生に相当する年齢の者
　　　第４期：高校３年生に相当する年齢の者
　確実に予防するためには、２回の予防接種が必要です。
　　第３期、第４期はこれまで１回しか定期接種の機会がなかった
世代の方が対象になりました。保護者の方は、通知を受け取っ
たら、なるべく早期に予防接種を受けさせるように努めて下さい。

＊日本脳炎予防接種について＊
　　今年度は、通常の３歳・４歳のお子様に加えて、小学３年生・
小学４年生のお子様にも、日本脳炎の予防接種のご案内を行いま
す。小学３年生・４年生のお子様がいらっしゃる保護者の方は、
母子健康手帳を確認し、日本脳炎１期接種が不足している場合は
接種を受けましょう。

　○日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったこと
をきっかけに、平成１７年度から平成２１年度まで、日本脳炎
予防接種の積極的な勧奨を差し控えておりました。その後、
新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常
とおり受けられるようになっています。

　○平成７年〜１７年度に生まれた方は、日本脳炎の予防接種が不
十分になっていることがあります。特に平成１３〜１７年度生
まれのお子様は、１期接種が終わっていないことがあります。

　　これらのお子様には、平成２３年度から順次接種のご案内を行
います。平成２３年度は、小学３年生・４年生のお子様にご案
内を行います。

　○ご案内の対象となっていない場合でも、平成７年６月１日〜平
成１９年４月１日生まれで、１期・２期接種が終わっていない
お子様は、２０歳未満までの間、接種を受けることができます。

　○２期接種は、１期接種を終えた９歳以上の方が対象となります。
　２期接種の機会を逃した方への案内については未定ですが、希望
がある場合は９歳以上であれば定期接種を行うことができます。

お問い合わせ先 ▼上板町役場　福祉保健課（TEL ６９４−６８１０）

４．股関節脱臼検診とブックスタート

対 象 者内　　　容場　　所時　　間月／日

Ｈ２４年５月２６日生〜
Ｈ２４年８月１０日生

股関節脱臼検診
ブックスタート

農村環境
改善セン
ター

１０：３０〜
１１：００

10/10

Ⅱ．健康診査（集団検診）

料　金対　　象内　　容場　　所時　　間月／日

１,０００円
５００円

無料
５００円

１,０００円

４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
５０歳以上
４０歳以上
（受診券が必要）

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
喀痰検査
特定健康診査

農村環境
改善セン
ター

８：３０〜
１０：００

10/17
12/4

１,５００円４０歳以上
乳がん検診
（マンモグラ
フィー撮影）

農村環境
改善セン
ター

８：３０〜
１１：００

11/13

１,５００円４０歳以上
乳がん検診
（マンモグラ
フィー撮影）

農村環境
改善セン
ター

１３：００〜
１６：００

12/4

＊特定健康診査を受けられる方は各保険者が発行している受診券
をご持参ください。

３．３歳児健康診査

対 象 者内　　　容場　　所時　　間月／日

Ｈ２１年５月１日生〜
Ｈ２１年７月３１日生

問診・身体計測・尿
検査・内科・歯科診
察・歯 科 相 談・栄
養・育児・発達相談

農村環境改
善センター

１３：００〜
１３：３０

12/12

２．１歳６カ月児健康診査

対 象 者内　　　容場　　所時　　間月／日

Ｈ２３年３月１日生〜
Ｈ２３年５月３１日

問診・身体計測・内
科・歯科診察・聴力
検査・歯科・栄養・
育児・発達相談日

農村環境改
善センター

１３：００〜
１３：３０

11/29

Ⅴ．乳幼児健康診査と育児教室
１．乳児健康診査

対 象 者内　　　容場　　所時　　間月／日

Ｈ２３年１１月１２月生
及びＨ２４年５月６月生問 診・身 体 計

測・内科診察・
育児相談

農村環境改
善センター

１３：１５〜
１４：１５

10/3

Ｈ２４年１月２月生
及びＨ２４年７月８月生

12/5

Ⅳ．前立腺がん検診（町内医療機関）

　８月１日〜１２月２７日、町内医療機関において前立腺がん検診
を行います。

料　金対　　象内　容場　　所時　　間月／日

５００円５０歳以上の男性

前立腺が
ん検診
（採血に
よる前立
腺特異抗
原検査）

井内内科
井関クリニック
佐藤医院
友成医院
東）野田医院
西）野田医院

医院の
診療時間

8/1

〜

12/27

Ⅲ．肝炎ウイルス検診（町内医療機関）

　８月１日〜１２月２７日、町内医療機関において肝炎ウイルス検
診を行います。対象は、本年度４０歳になる方で、今までに肝炎ウ
イルス検診を受けたことがない方です。

料　金対　　象内　容場　　所時　　間月／日

８００円

１．平成２４年度に
４０歳になる方

２．４０歳以上で今
までに肝炎ウイ
ルス検診を受け
たことがない方

肝炎ウイ
ルス検診
（Ｂ型、Ｃ
型肝炎）

井内内科
井関クリニック
佐藤医院
友成医院
東）野田医院
西）野田医院

医院の
診療時間

8/1

〜

12/27

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　当内　　容場　　所時　　間月／日

保健師・
理学療法士

個別健康相談
農村環境改善
センター

１０：００〜
１１：３０

10/2

保健師個別健康相談
農村環境改善
センター

１０：００〜
１１：３０

11/6

保健師・
理学療法士

個別健康相談
農村環境改善
センター

１０：００〜
１１：３０

12/5
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